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成東駅南側周辺まちづくりに関する提言 

 

成東駅南側の駅前広場及び駅前線の整備に併せ、魅力と賑わいにあふれ、快適と感じ

られる駅周辺の街並みの創出を目指すため平成２４年１０月に創設された<成東駅南側

周辺まちづくり協議会>も３年目の活動に入りました。 

平成２４年度は、山武（成東）の歴史、文化、風土、生活に対する誇りをまちづくり

の理念（テーマ）として「ホッと     さんむ ふるさと九十九里の玄関」を、

平成２５年度は、このテーマを基に駅前地区の街並み景観を創出するためのルールを協

議し「成東駅南側周辺地区 街並み景観形成の配慮事項」を提言しました。 

また、平成２５年度から平成２６年８月末にかけて、市が行う成東駅前広場の設計に

あわせて、まちづくりのテーマを盛り込んだ空間デザインを提案するため「成東駅前広

場空間デザインコンペ」を開催し、千葉大学の植田憲教授と、コンペに応募された大学

院生、学生の皆さんの協力を得て、コンペで提案されたストリートファニチャーをより

具体的で実現性の高いデザインへ進展させるための検討を行ってきました。 

この度、その成果として「成東駅前広場デザイン検討(案)」を提言書に取り纏めまし

たので提言いたします。 

つきましては、市におかれましても、この提言を踏まえた事業の実現に努められます

よう要望いたします。 
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第１章 はじめに  

 成東駅南側周辺まちづくり協議会は、市が行う成東駅前広場の設計にあわせて、まち

づくりのテーマを盛り込んだ空間デザインを提案するため「成東駅前広場空間デザイン

コンペ」を開催し、千葉大学の植田憲教授と、コンペに応募された大学院生、学生の皆

さんの協力を得て、コンペで提案されたストリートファニチャーをより具体的で実現性

の高いデザインへ進展させるための検討を行ってきました。 

 この度、その成果として「成東駅前広場デザイン検討(案)」を提言書に取り纏めまし

たので提言いたします。 

 つきましては、市におかれましても、この提言を踏まえた事業の実現に努められます

よう要望いたします。 

１． 成東駅南側まちづくり協議会の構成 

 成東駅南側まちづくり協議会は、まちづくりを考える一般市民、地権者及び関係権利

者、地元区長、観光協会、商工会及び千葉大学教授等の有識者から構成されております。 

 当協議会は、原則として、市民全員を会員として考えており、協議会に常時参加して

いただく常任会員と、適宜、議論をサポートしていただく一般会員から成り立っていま

す。 

 会議は原則公開とし、成東駅周辺の将来を考えている方ならどなたでも参加できる組

織としております。 

２． 協議会検討経緯 

 「駅前広場のデザイン検討案」については、平成２５年度 第３回協議会から検討を

はじめ、平成２６年度 第２回協議会でとりまとめを行いました。 

 

＜検討経緯＞ 

回 数 議 題 

平

成

25

年

度 

第 1回 

（平成 25年 5月 19 日） 

 今度の活動目標と予定 

 駅周辺の街なみイメージに関する意見交換 

第 2回 

（平成 25年 7月 2 日） 

 まちあるき 

 成東駅周辺地区の景観特性に関する意見交換 

第 3回 

（平成 25年 9月 29 日） 

 街並み景観形成の目標・区域・配慮事項に

関する検討 

 成東駅前広場空間デザインコンペの進め

方についての報告 

第 4回 

（平成25年10月27日） 

 成東駅前広場空間デザインコンペの実施

経緯の報告 

 成東駅前広場空間デザインコンペの審査 

 街並み景観形成の配慮事項の修正案の報

告及び意見交換 
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回 数 議 題 

平

成

25

年

度 

第 5回 

（平成 25年 12 月 8 日） 

 駅前広場のデザイン検討スケジュールの

報告 

 駅前広場のデザイン方向性（駅前広場のデ

ザイン基本方針・各ストリートファニチャ

ーのデザイン方針等）についての検討 

第 6回 

（平成 26年 3月 16 日） 

 駅前広場のデザイン検討 

 街並み景観形成の配慮事項についての確

認 

平

成

26

年

度 

第 1回 

（平成 25年 6月 22 日） 

 今年度の活動目標と予定について 

 駅前広場のデザイン 修正案について 

第 2回 

（平成 26年 8月 31 日） 

 駅前広場のデザイン 最終案について 
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第２章 提 言(成東駅前広場デザイン検討(案)) 

１． 成東駅前広場デザイン検討(案)の必要性 

 成東駅南側周辺地区では、成東駅前広場や成東駅南口線の整備の実施に伴い、建

替え等による新たな街並み景観が形成されることになることから、協議会は平成

26 年 3 月に、九十九里の玄関口にふさわしい駅前地区の街並み景観を創出する

ことを目的とした「成東駅南側周辺地区 街並み景観形成の配慮事項（以後、「配

慮事項」と言う。）」を山武市に提案したところです。 

 駅前広場整備にあたっても、市が行う駅前広場の設計にあわせて、「ふるさと九十

九里の玄関口」にふさわしい空間デザインを取り入れ、新たな街並み景観の形成

に寄与する整備を行うことが必要です。 

２． 計画の対象範囲と前提条件 

 本計画の対象範囲は、成東駅前広場とします。 

 駅前広場の位置や面積、車道、歩道の構成などの基礎的な条件は市が行う駅前広

場の設計に準ずるものとし、協議会はストリートファニチャーや舗装材の種類な

どのデザインを提案します。 

 なお、駅前広場と国道 126 号を結ぶため、今後整備が予定されている成東駅南

口線は千葉県が整備主体となるため、本検討による最終成果が成東駅南口線へも

反映されるよう、市と連携した整備を要望いたします。 

 

成東駅前広場 
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３． 駅前広場のデザイン基本方針 

 協議会は、平成 24 年度に検討したまちづくりテーマ「ホッと さんむ ～ふる

さと九十九里の玄関～」に即した街並み景観と調和のとれた駅前広場のデザイン

を検討するに当たり、「駅前広場のデザイン基本方針」を定めました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

              実現のための駅前広場のデザイン基本方針 

・緩やかな曲線を用いたデザインとする。 

・山武杉等の地域資源を活用する。（広場内の調和を図るため、部分

使用も可とする） 

・組子細工や砂浜などデザインのアクセントとして活用する。 

・樹木や地被類など緑を取り入れた配置とする。 

・高さなどの面で目障りにならないデザインとする。 
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４． 駅前広場デザイン案 

(ア)  駅前広場配置計画案（バスキャノピー、連結シェルター、カウンター一体型ベンチの位置） 

 

 

  

【案作成の考え方】 

 歩行者動線と安全性を確保した上で、「駅前広場のデザイン基

本方針」実現のため、デザインと機能性の両立を目指しました。 

【ポイント】 

 利用者の利便性を配慮して駅舎から身障者バース、バスバース、タクシーバースまでを屋根でつなぎ

ました。  

 圧迫感を感じにくい街並みづくりのため、バスキャノピーを駅舎側のみに設置しました。 

 交通空間を確保するため、カウンター一体型ベンチを道路用地外に配置しました。 
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-7- 

 

(イ) バスキャノピー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

木を使ったバスキャノピー

の例（宮崎県日向市駅） 

バスキャノピー 

成東駅舎 

例：連結シェルターのイメージ 
  （空の広がりを感じる例） 

●安全面の配慮について 
・歩行者動線の確保と、安全性確保の観点から、デザインコンペで提案がなされたバスキャノ

ピーとカウンター・ベンチの一体整備は見送り、舗装材の模様で一体性を演出することを要望

します。 
●利用者への配慮について 
・駅を出て濡れずに身障者用乗降場・タクシー乗降場を利用できるよう、バスキャノピーと駅

舎をつなぐ「連結シェルター」の設置を要望します。 

●素材について 
・素材の良さを活かすことを要望します。 
・バスキャノピーの天井材に山武杉の板を使用することを要望します。 
・支柱は金属製のものを使用し、山武杉の天井が強調されるデザイン演出とすることを要望し

ます。 
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(ウ) 舗装材、カウンター一体型ベンチ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 
 

 

・舗装材の色、サイズを組み合わせることにより、緩やかな曲線を表現することを要望します。 

・舗装材の曲線につなげてカウンター一体型ベンチを設置することにより、一体的な流れを表現し、

人の流れを誘導することを要望します。 

・カウンター一体型ベンチの座面などの天板部分は、バスキャノピーとのバランスを考えて木製と

することを要望しますが、雨ざらしになることから、耐久性や排水性への配慮を要望します。 

 また、カウンター一体型ベンチの背後は人の出入りがしにくいことと、金網フェンスで殺風景と

なることを避けるため、樹木や地被類を配置して潤いを演出することを要望します。 

図：カウンター一体型ベンチの立面イメージ 

参考図：床からの一体的な流れを表現した 

ベンチの例（六本木：東京ミッドタウン） 
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(エ) 照明、車止め、ｶﾞｰﾄﾞﾊﾟｲﾌﾟ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

照明について 

 役割ごとに3種類の照明を使い分けるこ

とを要望します。 

 １．車道部と歩道部を照らす照明灯 

 ２．歩道部を照らす照明灯 

 ３．バスキャノピーの間接照明 

・日中はあまり目立たないよう、 

 出っ張りが少なく、色彩面で 

 調和したシンプルなものを 

 採用することを要望します。 

（歩道部用の柱は山武杉の活用の 

 可否を検討いただくことを要望します） 

・灯具は LED を要望します。 

バスシェルターの柱

と色を合わせたガー

ドパイプの例（押上

駅） 

車止め、ガードパイプの基準について 

・横断防止のため設置するガードパイプは、

安全性を確保するため、歩行者が寄りかかっ

たり腰掛けても変形・破損しない強度が求め

られます。 

・木製のものも市販されていますが、強度を

確保するため、太くなりがちです。 

・照明と同様に、周辺の風景を遮らないよう、

透過性が高く、色彩面で調和したシンプルな

ものを採用することを要望します。 

木製の車止め 
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(オ) 案内板 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(カ) ベンチ 

 

市民参加による維持管理の仕組みを市側で継続検討 

・市側で、広場整備までの間に、市民の協力による設置・維持管理・定期的な更新ができるよ

う、市民オーナー制度の創設を継続検討することを要望します。 

・森林組合や関係機関の協力を呼びかけていただくことを要望します。 

 

(キ) 樹木 

 

 

 

 

 

 

 

  

観光案内所前に案内板を設置 

・観光案内所と一体的に設置することを要望し

ます。（観光案内所の位置は市側で現在調整

中） 

案内板のイメージ 

駅前広場には総合案内板等を設置 

・駅前広場内には木製化粧支柱を使用し

た総合案内板、バスの時刻表示板等の設

置を要望します。 

総合案内板、 
バスの時刻表示板のイメージ 

既存の樹木を含めてトータル的な樹種選定 

・以前に総武本線 100 周年を記念して設置した

ヤマモモの木は今後もシンボルツリーとして

設置することを要望します。 

・その他に駅前広場全体のバランスを考えて、今

後数本の樹種選定がなされることを要望しま

す。 

ヤマモモの木 

バランス 

を検討 
様々な樹木のイメージ 
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(ク) 交通島 

周辺の街並みやシンボルツリーが映えるよう配慮 

・駅を出て広がる街並み空間を演出するため、シンボルツリーの他は、花と緑をしつらえ、若

干の低木を配置したシンプルな交通島とすることを要望します。 

 

５． その他 

駅前広場デザイン案の検討を進める中で、以下の意見がありました。 

 

風除けの設置 

・身障者用の乗降スペースなどで、風除けを設置していただきたいという意見があり、協議会

で議論を行いました。その結果、当面は風よけは作らず、整備後の駅前広場の利用状況、あ

るいは降雨時の状況を鑑みて、必要に応じて設置することを要望します。 

 

安全で安心して駅前を利用できるための対策 

・安全で安心して駅前を利用できるようにするため、交番の設置や移動交番の駐留などが必要

だという意見があり、協議会で議論を行いました。その結果、実現可能な方法を用いて、駅

やその周辺で安全確保対策を講じることを要望します。 

 

一般車両の一時停車スペースの確保 

・送迎のための自動車が安全に利用できるよう、駅前広場の周辺で一時待機場所の設置を行っ

ていただきたいという意見があり、協議会で議論を行いました。その結果、以下の意見があ

りました。 

 

 駅前広場内で一般車の送迎待ちができるようにならないと、使いづらいという意見があ

りました。 

 周辺に一般車の送迎待ちスペースを設けても台数が足りないのは問題だと思うという意

見がありました。 

 整備後はバス乗降場で一般車が送迎を行う可能性が高くなると思うという意見がありま

した。 

 交通島に植樹等を行わず、自動車の一時停車ができるようにしてはどうかという意見が

ありました。 

 人口減少や高齢化が進むなかで、現在と同規模の駐車場を作る必要があるのか、将来の

姿を見て取り組んでいきたいという意見がありました。 

 その他の意見として、県道部分（成東駅南口線）で計画している横断歩道の箇所が少な

く、利便性が低いため設置を要望したいという意見がありました。 
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駅前広場内での喫煙の可否やゴミ箱設置の検討 

・駅前広場を整備するにあたり、カウンター一体型ベンチ周辺をはじめとした駅前広場内での

喫煙の可否やゴミ箱の設置など、運用面の検討を行っていただきたいという意見がありまし

た。 

 

６． 謝 辞 

・ 本計画の策定に際して、様々なご指導を頂きました千葉大学工学研究科デザイン

工科学専攻 デザイン文化計画研究室 植田 憲教授に深謝いたします。  

・ コンペへの参加の他、デザインの進展作業を快く引き受けてくださり、改めて協

議会で提案を行って戴いた、千葉大学大学院工学研究科の、張 曉静（ﾁｮｳ ｷﾞｮｳ

ｾｲ）さん、金 主榮（ｷﾑ ｼﾞｭﾖﾝ）さん、張 夏（ﾁｮｳ ｶ）さん、路 鵬（ﾛ ﾎｳ）

さん、千葉大学工学部都市環境システム学科の高橋 咲さんに感謝いたします。 
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参考資料 

１． コンペ関連資料 

(ア) コンペ実施要領 
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(イ) 作品応募状況 

 

氏名 所属 学年 提出作品 

張 曉静（ﾁｮｳ ｷﾞｮｳｾｲ）さん 

金 主榮（ｷﾑ ｼﾞｭﾖﾝ）さん 

張 夏（ﾁｮｳ ｶ）さん 

路 鵬（ﾛ ﾎｳ）さん 

千葉大学大学院 工学研究科 

デザイン科学専攻 

デザイン文化計画研究室 

修士1年生 「海と田んぼと山の駅」 

高橋 咲さん 千葉大学 工学部 

都市環境システム学科 

３年生 「杉とリビングと」 
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(ウ) 提出作品（デザイン文化計画研究室：張 曉静さん、金 主榮さん、張 夏さん、路 鵬さん） 

【イメージパース】 

 

 

【平面図】 
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【説明文】 
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-19- 

 

 

【設計図（バスシェルター）】 

 

【設計図（案内板）】 
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【設計図（休憩所）】 

 

【設計図（照明灯）】 
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【設計図（植木鉢）】 

 

【設計図（池）】 
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(エ) 提出作品（高橋 咲さん） 

【模型】 

 

【説明文】 

 

【イメージパース】 
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【敷地図】 
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(オ) 審査方法と結果 

① 最優秀賞、優秀賞の選定方法 

   

１．審査員の対象 成東駅南側周辺まちづくり協議会の会員 

（中谷コミュニケーション・ディレクター、齋藤バイス・コ

ミュニケーション・ディレクターを除く） 

２．審査までの流れ 

 

①参加者によるプレゼンテーションの実施及び質疑 

②協議会による意見交換の実施 

③審査（投票）の実施 

３．審査のポイント 成東駅南側周辺地区で目指すまちづくりの理念（テーマ）に

適合しているもの。 

①造形的に美しく、周辺の街並みと調和して空間全体の魅力

を高めるもの。 

②デザイン性に優れているもの。 

③独創性のあるもの。 

※１ 今回のコンペは、成東駅前広場にふさわしいと思われ

るデザインを審査していただくことを目的としているため、

実現性は審査の対象としておりません。 

※２ 実現に向けては、テクニカルアドバイザー等のご協力

をいただきながら、検討していくこととしております。 

４．審査（投票）方法 ①投票用紙（A0 サイズ）にシールを貼っていただきます。 

②駅前広場全体の考え方（コンセプト）のいずれかに１票投

票してください。 

③各個別要素の応募作品に投票していただくか、今後要検討

に投票してください。 

５．審査結果 ①合計点の高い提案を最優秀賞とします。 

②次点となった場合でも、得点があった場合には優秀賞とし

ます。 

【投票の様子】 
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② 選定結果 

 投票の結果、最も多い点数を獲得した、デザイン文化計画研究室の皆さん（張 曉静

さん、金 主榮さん、張 夏さん、路 鵬さん）が最優秀賞を受賞しました。 

 

【投票結果】 
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【投票のなかで『今後要検討』と答えた方の意見】 

種類 意見 

駅前広場全体の考

え方（コンセプト） 

・とても良いと思うのですが下に敷いて欲しくない。 

・２提案を融合させたものが実はベストなのかな、と思う。 

案内板 ・案内板より案内所（人と人とのふれあい） 

・掲示板はＩＴを活用。単純な地図ではなく、位置情報やネット

上の観光案内ページとのリンクが可能なものにしてはどうか。 

休憩所 

カウンター 

・夏は日射しが強く雨の日は途中で雨宿りが出来ないので屋根と

して作った方が良いと思います。 

照明 ・照明についてはプレゼン内容不足により要再検討です。 

植栽・植木鉢 ・植樹は高さを考えないとダメです。又季節感も必要（建物の高

さ決めるのに植樹は無しではおかしい） 

・藤棚は不要？駅前の広々としたイメージを弱める。 

池 ・基本提案に池という項目があるのにまずびっくり。プレゼンで

もその活用内容についての言及なし。よって再検討。 

・成東鉱泉で足湯にしてほしい。 

・メンテナンス（３～４０年後古くなった時のことを考えた方が

よい。池は清潔さ安全性が保たれるものを考える。浅いものや噴

水など） 

・池は不用？小さい池が入ってもチマチマした感じの方が強ま

る。 

・池は単に「在れば良い」とは思わない。提案されたものでは（機

能、デザイン共に）必要ない。 

・池の配置は無い方が良いと思う。（管理や維持費用の面、安全

性の面で！） 
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(カ) 表彰式 

③ 表彰式の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④ 表彰式を終えて 

【ﾃｸﾆｶﾙｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ 植田憲教授（千葉大学工学部ﾃﾞｻﾞｲﾝ科学）のｺﾒﾝﾄ】 

 今回のコンペで一番よかったと思うのは、私を含め、学生たちが

皆様のところにお邪魔をさせていただいて、生活とは何なのか、そ

の中でどういう造詣がこれまで生み出されたのかなど、様々なこと

を学ばせていただいた点だと思います。 

 これからも、地域の方々が元気に楽しく豊かな暮らしができ、か

つそういう資源を媒介として外の人と連携できていくような取り組

みを一緒にやらせていただければと思っております。 

 

【椎名市長のコメント】 

 今日は高橋さん、それから張さんをはじめ 4 人の方々、準備に相当の時間がかかっ

たと思いますが、ご参加いただいて本当にありがとうございました。 

 今回の発表の中で感じたことは、まちは 1 回作ればそれで終わり

ということではなく、生きているものだということです。 

 常に手を加え、私たちそこに住む人間と一緒になってまちも成長

し、もう一度息を吹き返して素晴らしい街並みになっていくのだと

思います。 

 これからも頑張って皆さんとともに行政としてもまちづくりに励

んでいきたいと思いますので、引き続きお力添えをお願い申し上げて御礼といたしたい

と思います。ありがとうございました。 
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２． コンペ後に提案者が共同製作した模型 

 

 デザインコンペの終了後、千葉大学工学部デザイン科学の植田憲教授のご指導の下、

コンペに応募いただいた、学生の皆様による駅前広場デザインの進展がなされました。 

進展に当たっては、協議会で議論した「駅前広場の基本方針」に加え、「街並み景観形

成の配慮事項（案）」で建物の圧迫感の軽減や賑わいの演出に取り組んでいくことから、

駅を出て広がる街並みが映えるよう意識していただきました。 

 

 

 

 

 

提案者が共同製作した模型デザイン（南側から駅舎方向を撮影） 

提案者が共同製作した模型デザイン 

（東側から交通島方面を撮影） 

提案者が共同製作した 

模型デザイン（案内板） 

協議会メンバーによる確認風景 


